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Society5.0時代を迎えるにあたって



高度情報人材を育成することが求められている

文部科学省資料より



GIGAスクール構想の実現

コロナの影響で
一気に実現

小中学生は
一人一台端末

ネット利活用が重要

文部科学省資料より



生成AIの登場

文部科学省 生成AI利用に関するガイドラインより



長時間利用の課題

【子どもたちの年齢別インターネット利用時間】 令和5年度（平均1日あたり）

令和6年2月、こども家庭庁
令和5年度 「⻘少年のインターネット利用環境実態調査」調査結果（速報）より



事件や事故に巻き込まれたり
ニセ・誤情報に翻弄されたり

警察庁ホームページより 総務省啓発資料より



問題の要因

• 人権侵害・誹謗・中傷
• 個人情報の流出
• 著作権・肖像権などの侵害
• 不適切な情報の発信
• セキュリティ関連不適切使用
• 闇バイトなどに加担する

• 気をつけていても起こる誤解
• 未熟なコミュニケーション

• 不正アクセス

• 個人情報の流出

• 迷惑メール・ワン切り

• 詐欺・不当（架空）請求

• わいせつ目的犯罪

• 誹謗・中傷・脅迫

• 不正な情報による不利益

他者に迷惑をかける 自身が被害に遭う

•使いすぎ
•ネット情報に翻弄される
•自分好みの狭い世界に閉じ込められる

自
滅



子どもたちの
情報モラル問題解決力を
育てることが重要

学校・保護者が連携して

子供がセルフコントロールできる力
を育成する



情報モラルを育成することが重要

情報社会で適正な活動を行うための基にな
る考え方と態度の育成

情報モラル 日常モラル＝

＋ 情報技術の特性



情報モラル判断に必要となる知識
【３種の知識】

道徳的な知識道徳的な知識

情報技術の知識情報技術の知識

合理的判断の知識合理的判断の知識

情報モラルの判断

状況の知識

原則の知識

判断のための見方・考え方



ネット上で問題解決をするためのコツ

日常モラル日常モラル

仕組みの理解仕組みの理解

両方について
考える

両方について
考える

・インターネットの特性
・心理的・身体的特性
・機器やサービスの特徴 など

・ルール・約束を守る
・人を思いやる
・正しいか確かめる など

日常モラル

仕組み
考え方

人権教育

情報教育



•発信した情報は、どこかに
残る可能性あり（消せない）

•匿名ではない、発信者の
記録が必ず残っている

費用は発信者だけではなく、受信者も支
払わなければならない。ネットワークは公
共の資源なので無駄遣いしてはいけない

接続しただけで、自分のコンピュー
タに侵入されたり、何かを取り出さ
れるような危険なページをある。

信憑性

流出性公共性

記録性

公開性

掲示板やＳＮＳへの書き込みは、全世界に公開さ
れる（可能性がある→世界中から誰でも見ること
ができる

誰でも発信
可能→いい
加減な情報
も多い。→
正しいかど
うかの確認
をしなけれ
ばならない。

インターネットの特性



みんなと自分の明るい将来を実現するために

覚えておきたいネットの５か条

1. ながら〇〇は命取り＆時間を決めて使う
・・自分や周囲の安全を考えて使う

2. 世界中の人が見ている（見ることが可能）
3. 一度出回った情報は絶対に消えない
・・誰が書いたか分かるので、将来に影響する

4. 情報を鵜呑みにしてはいけない
・・必ず複数の方法で調べる

・・狭い世界に閉じ込められていく

5. 面と向かって言えないことは書かない
・・顔が見えないため必ず誤解が起こるので覚悟をして使う



保護者向け普及啓発リーフレット（令和6年1月版）
「ネット・スマホ活用世代の保護者が知っておきたいポイント」

こどものインターネット利用について

• 保護者が持つ疑問や不安等に対し、
–上手な使わせ方
–安全設定
–ルールづくり等についてのヒント
–困った時の相談窓口。

こども家庭庁（https://www.cfa.go.jp/aaa/）（参照 2024-04-01）


